
























をおよlますとの考えは今までの多数の報告から全く異論がないZ2.23. 20.丸田.M. 17.50). 
W昭ner刊)は，大麦仁珪撃の施用iま植物体内仁珪裁が吸牧集積され，ウドγコ病の予防効果が
あったと報告した.わが国でも水稲の実験では， 窒素肥料の多用はイモチ病の発生を婚加するが，
珪駿の施用はイモチ病仁対する抵抗性を高め， 櫨病が減少するとの報告が多し:¥2. 11. lr.-IS・"・ 24.28. 
29. 41.萌.柿!)!.G4.町.すなわち，水稲に珪酸を施用すると稲葉や稽首の表皮厚膜，細胞数，表皮
膜壁などの厚さを増しH・16・16.m.473，表皮細胞特にイモチ病菌の最も:16-く侵入すると思われる機
動細胞咽.52.刊の珪質化が著しく増大する 1.8・10.14 制 .45・的. それらの稲体内仁は珪酸含有量が
著しく多~\Il. 18. 2!. 2-1. 2U. 33.62・M・町.一葉仁ついても表皮細胞の珪質化は上部仁多く下部にしたが
って少くなる1.50). このように表皮細肥の珪質化が高く， 珪酸含有量の多い稲はイモチ病仁対して
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の吸牧した珪裁は稲休内に集積され，表皮細胞の珪質化が行われる1.4. 6. 16 目制・ 47-<8).これがイ
モチ病仁対する抵抗性を増大することについてはもはや論議の余地がないようである 2. JJ ・ J.')-l~・:!! . 四・
担割叩.咽.同.5:1)












貫)， 2.5倍量 (25貫)， 5倍量 (50貫〉の各区に分けて施肥した.



















『 そ区 ミNごミ瓦ま¥醐常事干維町 会gく乾.草合%有〉量
S~?2 X 100 
N 
愛媛 雄町・ 愛媛 雄町紳力 神力 縛1。。 9.1 9.7 2.73 2.57 333.3 377.4 
2 11 。 6.2 8.9 3.19 3.09 194.4 2回 .0
.13 11 7.6 10.6 3.15 3.27 241.3 324.2 
4 11 3 9.9 11.9 3.29 2.97 3∞.9 4∞.7 
5 25 。 4.4 5.3 4.02 4.06 109.4 130.5 
6 25 5.8 7.4 4.00 3.96 145.0 186.9 
，7 25 3 6.9 10.4 4.01 3.19 172.1 326.0 
土J8 50 。 3.0 4.3 5.22 5.白 57.5 85.1 
9 50 1‘ 3.9 5.6 5.23 4.47 74.6 125.3 
10 50 3・ 5.4 7.5 5.20 4.74 103.8 158.2 
11 。。 7.6 7.9 3.09 2.84 246.0 278.2 
12 11 。 5.4 6.6 3.34 3.33 161.7 198.2 
獲113 11 6.7 8.4 3.49 3.61 192.0 232.7 
14 11 3 9.2 8.8 3.31 3.47 277.9 253.6 
15 25 。 5.0 5.2 4.01 4.03 124.7 129.0 
16 25 1・ 5.2 7.2 4.17 4.03 124.7 178.7 
17 25 3・ 8.0 9.6 3.62 3.95 221.0 243.0 
土118 50 。 3.9 5.5 4.76 5.13 81.9 107.2 
19 50 5.2 7.0 4.77 4.48 109.0 156.3 
20 50 3 6.6 10.7 4.83 4.37 136.6 244.9 
21 。。 7.0 7.7 2.77 2.54 252.7 303.1 
n 11 。 6.3 7.3 3.00 3.06 210.0 238.6 
重123 11 1* 8.0 9.3 3.03 3.19 264.0 291.5 
24 11 3" 9.7 10.2 3.37 2.91 287.8 お0.5
お 25 。 5.6 5.9 4.01 3.56 139.7 165.7 
給1; 25 6.3 8.2 4.35 3.44 144.8 238.4 
z1 25 3 8.6 9.9 4.14 3.54 207.7 279.7 
土128 50 。 4.9 6.0 4.79 4.23 102.3 141.8 
29 50 5.9 7.6 4.96 4.38 119.0 173.5 
30 50 3 7.2 8.8 4.92 4.07 146.3 216.2・















無施用の場合珪酸含量は各局 5.4~"， 6.3%であるが， これだけの珪酸含量は硫安50貫区仁おい
てすら珪酸を10貫施すだけで充分到達し得る (5.2%と5.9，の.
このよう仁窒素を多量仁施した場合仁，珪酸施用の効果は砂土く壊土く埴土の順に大である.
















珪酸無施用 弁戸水 法酸 30 珪酸 100
硫安〈貧施〉用量 水分(%合〉量瑳E量合量水〈分%合〉量農政(%合〉量水分("合〉量穫量〈険%合〉量水分(%合〉量畿圏く直9合.. (%) (%) (%) (，，) (%) (%)径2
10 78.5 4.2 78.1 4.8 75.9 10.5 74.0 16.3 
20 77.6 3.5 75.8 6.3 76.0 8.8 77.4 11.8 
40 76.7 3.6 75.8 6.3 72.8 8.5 70.0 9.4 
備考:珪酸含有量は稲葉乾重に対する割合である
井戸水とは繍のかん水仁井戸水くSiO:.3Omg/ 1 ) を用~~，その他は純水をかん水した.
-5- く117)
この結果稲の珪酸含有量は珪酸の施用によって著しく増加し， Si02 100貫施用区では硫安10



























が24.8昭 jlで後者が伺.4mgjlであった ¥ベ採取月日 E.oJ 15隠
(第3衷)・ 河 一
栢体内の珪接合有量は大江川流域の稲 JI[ 




















よ ぞ 農林 農林 農林 箆 良22号 29号 29号
ー
台ー 10.8ら‘ 9.呉川大江川流域 12.0 17.3 

































ると，硫安 50貰，珪接 10買区では砂土の場合 3.9%，嬢土 5.2~"; ，埴土 5.9%と増加してい
る.同じ区についてイモチ病施数を見ると8月10日に各々 150，120， 93と減少している. このよ





第 5 表 珪酸及び窒素の施用量と葉イモチ病の発生との関係
"'=:::--ミミ-¥F¥創、品温? 賓援 8 月 12 日" 8 月 23 日
雄町 謹主海 愛媛 雄町 a市E申海力区 N SiO~'-....... 紳力 神力 紳力。。 。 。 。 。 。 。
2 11 。 7 3 6 3 
砂I3 11 6 。 。 3 。
4 11 3 。 。 。 。 。
5 25 。 30 4 25 23 5 5 
6 25 9 。 13 9 3 2 
7 25 3 13 2 4 10 2 。
土I8 50 。 431 12 33 * 12 110 9 50 1・ 150 7 8 1+ 6 45 
10 50 3‘ 38 7 21 + 2 29 
11 。。 4 。 。 。
12 11 。 30 II 9 9 2 3 
ヨ113 11 26 2 3 5 2 
14 11 3 8 4 4 2 2 。
1-5 25 。 65 8 14 fO 7 9 
16 25 1* !l6 11 19 64 9 6 
17 25 3・ 58 16 5 20 2 3 
土118 50 。 164 25 52 +十 50 65 
19 50 120 25 6 + 31 37 
20 50 。 72 14 12 104 14 9 
21 。。 4 3 。 。 。
22 11 。 44 10 9 2 。
積123 1 1・ 5 !l 2 
。 2 
24 11 3・ 4 9 4 。
2s 25 。 76 22 13 45 15 4 
25 36 22 2 47 10 2 
25 3 14 6 3 19 3 
50 。 73 24 64 !l1 62 40 
50 93 10 16 108 28 10 




(120) - 8 -ー
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